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平成22年（第５回）山鹿市議会11月臨時会会議録 

 

議 事 日 程 

 

平成22年11月18日（木曜日）午前10時開会 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第86号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

   議案第87号 平成22年度山鹿市一般会計補正予算（第５号） 

   議案第88号 平成22年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   議案第89号 平成22年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第90号 平成22年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

   議案第91号 平成22年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第92号 平成22年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号） 

   議案第93号 平成22年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号） 

   議案第94号 平成22年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号） 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第86号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

   議案第87号 平成22年度山鹿市一般会計補正予算（第５号） 

   議案第88号 平成22年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   議案第89号 平成22年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第90号 平成22年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

   議案第91号 平成22年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第92号 平成22年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号） 

   議案第93号 平成22年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号） 

   議案第94号 平成22年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号） 

日程追加 

第４ 意見書案第２号 ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉参加に反対する意

見書 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

出席議員（30名） 

１番  永 田   健 君   
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２番  稲 葉   昇 君   

３番  藤 本 芳 雄 君   

４番  福 本 義 文 君   

５番  冨 丸 洋一郎 君   

６番  藤 本 峰 秀 君   

７番  北 原 昭 三 君   

８番  芹 川 正 美 君   

９番  藤 原   豊 君   

10番  立 山 秀 木 君   

11番  立 山   隆 君   

12番  原     徹 君   

13番  平 井 邦 廣 君   

14番  吉 本 政 幸 君   

15番  池 田 誠 一 君   

16番  堀   茂 幸 君   

17番  永 田 紘 二 君   

18番  森 川 昭 彦 君   

19番  川 野   功 君   

20番  古 荘 克 郎 君   

21番  森   芳 顕 君   

22番  家 入 憲 隆 君   

23番  横 手 啓 介 君   

24番  高 野 誠 二 君   

25番  藤 原   弘 君   

26番  森   久 雄 君   

27番  太田黒 鐵 郎 君   

28番  丸 山 寛 治 君   

29番  寺 崎 勇 児 君   

30番  丸 山 康 昭 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

説明のため出席した者 

市      長     中 嶋 憲 正 君   

副 市 長     池 田 永 実 君   

教 育 長     杉 本 作 德 君   
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市 民 福 祉 部 長     富 田 辰 郎 君   

農 林 部 長     潮 﨑 昭 二 君   

商 工 観 光 部 長     三 森 兄 臣 君   

建 設 部 長     緒 方 淳 一 君   

環 境 部 長     古 荘 秀 幸 君   

病 院 事 務 部 長     荒 木   隆 君   

教 育 部 長     倉 原 謙 治 君   

総 務 部 次 長     本 多 隆 文 君   

市民福祉部次長     有 働   博 君   

水 道 局 長     富 安   豪 君   

会 計 管 理 者     北 井 孝 範 君   

職 員 課 長     阿蘇品 貴 司 君   

財 政 課 長     木 下   実 君   

国 保 年 金 課 長     坂 梨 真 樹 君   

農 林 企 画 課 長     戸 次 由 夫 君   

農 林 振 興 課 長     金 光 一 誠 君   

商 工 課 長     大 森 健 司 君   

観 光 課 長     早 田 順 二 君   

建 設 課 長     宮 崎 錦 也 君   

病院事務部総務課長     野 田 修 誠 君   

農業委員会事務局長     髙 木   勇 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

事務局職員出席者 

議 会 事 務 局 長     幸 村 英 星 君   

議 会 総 務 係 長     渡 邊 義 明 君   

議 事 係 長     中 村 武 志 君   

書 記     森   英 州 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 
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午前10時00分 開会 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君） 

   ただいまから平成22年（第５回）山鹿市議会11月臨時会を開会いたします。 

   直ちに本日の会議を開きます。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（横手啓介君） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、議長において太田黒鐵郎議員、

丸山寛治議員を指名いたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定 

○議長（横手啓介君） 

   日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第３ 議案第86号～議案第94号 

○議長（横手啓介君） 

   日程第３、議案第86号から議案第94号までの全案件を一括議題といたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

 議案第86号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

   議案第87号 平成22年度山鹿市一般会計補正予算（第５号） 

   議案第88号 平成22年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   議案第89号 平成22年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第90号 平成22年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

   議案第91号 平成22年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

   議案第92号 平成22年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号） 

   議案第93号 平成22年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号） 

   議案第94号 平成22年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号） 
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―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君） 

   提案理由の説明を求めます。本多総務部次長。 

［総務部次長 本多隆文君 登壇］ 

○総務部次長（本多隆文君） 

議案第86号 山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついて、ご説明申し上げます。 

この条例は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等にかんがみ、職員の給

料月額及び期末勤勉手当の支給割合を改定するため、条例を改正する必要があり、

提案するものです。なお、今回改正する給料月額の改定が本年12月１日からの施行。

期末勤勉手当の支給割合については本年12月と平成23年以降の引き下げ幅が異なる

ことから、その改正の施行日、及び改正内容を異にしますので、３条建てにより改

正するものです。 

１ページをお願いいたします。まず、第１条は本年12月に支給します期末手当の

支給割合を1.5月から1.35月へ0.15月、勤勉手当の支給割合を0.7月から0.65月へ

0.05月、合わせて0.2月引き下げの改正を行うものです。また、給料月額について

40歳代以上の中高齢層の職員に適用される給料月額を平均で0.1％引き下げるため

の給料表の改正を行うものです。 

３ページをお願いいたします。第２条は、平成23年以降の期末勤勉手当の支給割

合の改正を行うものです。第１条による改正後の総支給割合は0.2月分引き下がっ

た3.95月と変わりませんが、６月期と12月期の支給割合の配分について改正するも

のです。その改正内容は、期末手当については６月の支給割合を1.25月から1.225

月へ0.025月引き下げ、12月の支給割合を1.35月から1.375月へ0.025月を引き上げ

る改正。勤勉手当については、６月期以降の支給割合を0.65月から0.675月へ改正

することとします。第３条におきまして、平成18年に公布しました山鹿市一般職の

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の附則を改正するもので、同附則に

よる経過措置の適用を受ける者についても、その算定基礎額を0.17％引き下げた額

といたします。また、議員各位及び特別職の本年12月分及び平成23年以降の期末手

当についても、このたびの改正により、一般職の職員の例により、その支給割合を

引き下げられることとなります。 

附則といたしまして、この条例は、平成22年12月１日から施行します。ただし、

第２条につきましては、平成23年４月１日から施行いたします。 

次に、このたびの臨時会においてご提案申し上げております、議案第87号から議

案第94号については、平成22年度の人事院勧告を受けての給与改定等に係る補正予
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算ですので、私の方で一括して提案理由の説明をさせていただきます。 

本年度の人事院勧告に伴います、全会計における影響額は総額6662万円でありま

す。その内訳は、国の俸給平均改定率マイナス0.1パーセントに伴う影響額が88万

2000円、期末勤勉手当の支給率0.15月引き下げに伴う影響額が5660万3000円、これ

らの改正に伴う共済費の影響額が913万5000円であります。 

具体的な内容について、一般会計から順次ご説明を申し上げます。 

議案第87号 平成22年度山鹿市一般会計補正予算（第５号）について、ご説明申

し上げます。 

１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総

額から4001万2000円を減額し、歳入歳出予算の総額を262億2432万6000円とするも

のであります。一般会計における人事院勧告に伴う影響額は、特別職を含めまして

4886万8000円の減額であります。 

以上、歳出予算の概要についてご説明申し上げましたが、補正予算に関する説明

書としまして、26ページ以降に給与費明細書を掲載しておりますので、ご参照の上

ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

続きまして、議案第88号から94号について、それぞれの会計ごとに補正額と補正

後の額、そして影響額についてご説明申し上げます。 

まず、議案第88号 平成22年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について、ご説明申し上げます。 

１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総

額から163万8000円を減額し、歳入歳出予算の総額を73億6012万3000円とするもの

であります。当会計における人事院勧告に伴う影響額は92万1000円であります。 

続きまして、議案第89号 平成22年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について、ご説明申し上げます。 

１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総

額から504万9000円を減額し、歳入歳出予算の総額を15億1753万9000円とするもの

であります。当会計における人事院勧告に伴う影響額は54万3000円であります。 

次に、議案第90号 平成22年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について、ご説明申し上げます。 

１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総

額から763万5000円を減額し、歳入歳出予算の総額を54億9494万円とするものであ

ります。当会計における人事院勧告に伴う影響額は140万4000円であります。 

次に、議案第91号 平成22年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

について、ご説明申し上げます。 
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１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総

額に７万1000円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億1145万円とするものでありま

す。当会計における人事院勧告に伴う影響額は14万1000円であります。 

次に、議案第92号 平成22年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号）について、

ご説明申し上げます。 

１ページをお開きください。今回の補正は、収益的収入及び支出等の補正であり

ます。第２条、第１款、水道事業費から1048万6000円を減額し、４億163万3000円

とするものであります。また、これに伴いまして第３条、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費を1048万6000円減額し、5916万2000円とするものであ

ります。当会計における人事院勧告に伴う影響額は71万9000円であります。 

次に、議案第93号 平成22年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号）について、

ご説明申し上げます。 

１ページをお開きください。今回の補正予算は、収益的収入及び支出等の補正で

あります。第２条、第１款、病院事業費用から1248万4000円を減額し、30億8476万

9000円とするものであります。また、これに伴いまして第３条、議会の議決を経な

ければ流用することのできない経費を1895万4000円減額し、15億6706万2000円とす

るものであります。当会計における人事院勧告に伴う影響額は1340万1000円であり

ます。 

次に、議案第94号 平成22年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第１号）につい

て、ご説明申し上げます。 

１ページをお開きください。今回の補正予算は、収益的収入及び支出、資本的収

入及び支出等の補正であります。第２条、第１款、下水道事業費用から29万円を減

額し、８億4867万6000円とするものであります。第３条、第１款、資本的支出から

158万6000円を減額し、11億4787万6000円とするものであります。また、これらに

伴いまして、第４条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を187

万6000円減額し、5242万2000円とするものであります。当会計における人事院勧告

に伴う影響額は62万3000円であります。 

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして、説明を終わります。 

○議長（横手啓介君） 

   この際、議案審査のため、しばらく休憩いたします。 

午前10時14分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前10時30分 開議 

○議長（横手啓介君） 
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   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これより、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております全案件については、会議規則

第37条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   ご異議なしと認めます。よって、委員会付託は省略することに決しました。 

これより、討論を行います。討論の通告があっておりますので、発言を許します。 

原 徹議員。 

［12番 原  徹君 登壇］ 

○12番（原  徹君） 

   12番議員、日本共産党の原 徹です。私は、議案第86号 山鹿市一般職の職員の

給与に関する条例等の一部を改正する条例並びに議案第86号に関連する８議案に反

対を表明いたします。 

本議案は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じての条例改定案であ

りますが、人事院勧告どおりに実施されますと給与所得は1998年から12年間で平均

70万9000円も引き下げられることになります。山鹿市の場合は、昨年が13万6000円、

そして本年度が７万3000円減額ということで、この２年間で21万円が減額されるわ

けです。大幅な賃金削減となってしまいます。これは景気回復のための個人消費の

拡大、すなわち内需拡大に逆行し、職員の生活悪化をもたらすと同時に、勤労意欲

を低下させて市民サービスにも影響するだけでなく、地域経済の低迷に一層拍車を

かけるものであると考えます。今回の人事院勧告は、公務員労働者に犠牲を強いて、

経済危機を乗り切り、同時に民間労働者の賃金引き下げをもくろむ財界、大企業の

論理と全く同一のものであります。今、大企業を応援すれば経済がよくなり、やが

て国民の暮らしもよくなる。こういう古い論理が立ち行かなくなってきていると思

います。その最大の現れは、公務員と同様に12年間にわたって民間労働者の賃金が

下がり続けていることであります。民間の給与所得は1997年の平均467万円から、

2009年には406万円へと61万円も引き下げられ、貧困と格差はますます拡大されて

きております。その一方で、大企業がため込んだお金は244兆円という巨額な内部

留保に達し、使い道がないといわれるほど膨れ上がっております。まさにこのよう



 － 11 －

な国は世界に類を見ない、異常な状態になっていると言わなければなりません。こ

の巨額な内部留保に政治のメスを入れて、投資や雇用、賃金引き上げなど、日本経

済と国民生活に使わせるようにしない限り、日本の経済は閉塞状態から脱すること

はできないと考えます。人事院は、公務員の労働基本権を制約するために、その代

償機関として設けられたものであります。勧告は、みずからの役割を投げ捨て、政

治的圧力に屈して、公務員の人件費削減という民主党菅政権のマニュフェスト路線

に沿ったものにほかならず、認めることはできません。本条例を改定すれば、本市

職員の給与総所得が本年度4000万円、昨年度7600万円と２年間だけで１億2000万円

も引き下げられて、個人消費をさらに落ち込ませることになります。このことがひ

いては山鹿市内の諸業者や商店街にも大きな打撃を与えることになります。これで

は山鹿市の活性化どころか、今以上に景気を冷え込ませることは明らかであります。

このような誤った政策をとるべきではない。このように考えるわけであります。 

以上の観点から、議案第86号並びにそれに関連した議案第87号から94号まで、反

対を表明して討論を終わります。 

○議長（横手啓介君） 

   以上で、通告による討論は終了いたしました。ほかに討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   討論なしと認め、討論を終結いたします。 

これより、採決を行います。 

議案第86号について、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者 起立］ 

○議長（横手啓介君） 

   起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第87号から議案第94号までの８案件を一括採決いたします。 

議案第87号から議案第94号までの８案件について、原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者 起立］ 

○議長（横手啓介君） 

   起立多数であります。よって、８案件は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君） 

ただいま、急施を要する事件として、意見書案第２号が提出されました。職員に

配付させます。 
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［職員配付］ 

○議長（横手啓介君） 

   お諮りいたします。意見書案第２号は、緊急を要しますので、急施事件と認め、

この際、日程に追加し、議題とすることにいたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   ご異議なしと認めます。 

よって、意見書案第２号は、急施事件と認め、日程に追加し、議題とすることに

決定いたしました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第４ 意見書案第２号 ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉参加に反対

する意見書 

○議長（横手啓介君） 

   日程第４、直ちに議題といたします。 

意見書案第２号について、職員に朗読させます。 

［職員朗読］ 

意 見 書 案 第 ２ 号

平成22年11月18日提出

 

ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉参加に反対する意見書 

 

地方自治法第99条の規定による意見書を会議規則第14条第１項の規定により提出す

る。 

 

提出者      

山鹿市議会議員 堀  茂幸

賛成者  

山鹿市議会議員 北原 昭三

山鹿市議会議員 太田黒鐵郎

山鹿市議会議員 高野 誠二

山鹿市議会議員 川野  功

山鹿市議会議員 永田 紘二

山鹿市議会議員 池田 誠一
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山鹿市議会議員 平井 邦廣

山鹿市議会議長 横手 啓介 様 

 

政府は、新成長戦略を実現する観点から、ＥＰＡ（経済連携協定）の基本方針を11

月のＡＰＥＣ首脳会議で表明し、その中で、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）

への参加表明検討など、その動きを加速化している状況にある。 

わが国が、関税撤廃の例外措置を認めないＴＰＰ交渉に参加すれば、結果として農

林水産業の崩壊を招き、関連産業を含む地域経済が大打撃を被ることは必至である。 

当然ながら、全国有数の食料供給基地である本県においても、農業生産額の大幅な

減少など、地域経済に与える影響は甚大なものとなる。 

ＴＰＰ交渉は、単に物品の関税撤廃にとどまらず、金融、保険、医療など、あらゆ

る分野に関する仕組みの変更につながるものであり、国家の安全保障問題を含め「国

のかたち」が一変してしまう可能性がある。 

こうした国の在り方にかかわる重要な問題を内包しているにもかかわらず、国民の

合意を得る議論もせず、決定を下すことは極めて遺憾である。 

このため、国民、消費者への安全で安心な食料の安定供給を初め、国民の圧倒的多

数が望む食料自給率の向上は、到底不可能である。 

よって、かかる危機的な状況を踏まえ、下記のとおり対応されるよう強く要望す

る。 

記 

１ 経済連携協定（ＥＰＡ）は、交渉参加国の相互発展と繁栄を本来の目的とすべき

であり、わが国が環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交渉に参加しても、この

目的は達成できない。 

したがって、わが国の食料安全保障と両立できないＴＰＰ交渉への参加は、断じ

て認めることはできないものであり、政府のＴＰＰ交渉への参加方針は撤回するこ

と。 

２ ＥＰＡの基本方針作成に当たっては、国家戦略の一つとして位置付けている食

料・農業・農村基本計画の趣旨を踏まえ、食の安全・安定供給、食料自給率の向

上、国内農業・農村の振興を損なうことがないような内容とすること。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。 

 

平成22年11月18日 

熊本県山鹿市議会
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衆議院議長 横路 孝弘 様 

参議院議長 西岡 武夫 様 

内閣総理大臣 菅  直人 様 

外 務 大 臣 前原 誠司 様 

農林水産大臣 鹿野 道彦 様 

経済産業大臣 大畠 章宏 様 

内閣官房長官 仙石 由人 様 

国家戦略担当大臣 玄葉光一郎 様 

 

○議長（横手啓介君） 

   意見書案第２号について、提案理由の説明があれば、発言を求めます。提出者、

堀 茂幸議員、ありませんか。 

○16番（堀 茂幸君） 

   別にありません。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（横手啓介君） 

   この際、議案審査のため、暫時休憩いたします。 

午前10時45分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前10時53分 開議 

○議長（横手啓介君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これより、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております案件については、会議規則第37条第３項の規定に

より、委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   ご異議なしと認めます。よって、本案は、委員会付託を省略することに決しまし

た。 

これより、討論を行います。討論の通告があっておりますので、発言を許します。 
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原 徹議員。 

［12番 原  徹君 登壇］ 

○12番（原  徹君） 

   12番議員の日本共産党の原 徹です。９月議会で、この山鹿市議会は、日米ＦＴ

Ａ並びに日豪ＥＰＡ反対の決議を全会一致で行いました。今度はＴＰＰへの問題で

ありますが、議会運営委員会の皆さんを中心に、このような反対する意見書を提出

していただきまして、敬意を表したいと思います。私は今、提案されました意見書

をさらに充実させるという立場から、賛成討論を３点から行います。 

第一に、ＴＰＰ参加は、日本の農業に壊滅的な打撃を与え、国民の食の安全と安

定的な食料供給を根底から破壊するものであります。菅首相はＴＰＰ参加と日本農

業の再生を両立させると言っておりますが、ＴＰＰは例外なしの関税撤廃であり、

両立はあり得ないと思います。関税を撤廃すれば、日本の食料自給率は14％まで低

下し、米の自給率は１割以下になってしまう。農林水産省がこのように試算してお

ります。11月２日付の熊本日日新聞は、ＴＰＰ参加の影響で熊本県で1147億円、

2008年度の37.6％の農業算出額が消失するとの報道をしております。牛肉は83％減、

豚肉は80％減、これだけ減ればどうなるのか。山鹿市の農業をどうしたらいいのか。

まさに農家にとっては死活問題であります。 

第二に、ＴＰＰ参加で利益を得るのは、ごく一握りの輸出大企業だけであります。

その一握りの利益のために、地域経済を支え、関連産業を支え、雇用を支え、国土

と環境を守るかけがえのない役割を果たしている農林業を犠牲にしていいわけがあ

りません。だから、全国各地の経済界からもノーの声が上がっているわけでありま

す。また、政府自身も雇用について、ＴＰＰに参加した場合340万人の雇用が減少

すると試算しております。ＴＰＰ参加は深刻な雇用破壊をさらに加速させるものに

ほかなりません。 

第三に、自分の国の食料のあり方は、その国で決めるという食料主権にかかわっ

て、その権利を保障するルールこそが、今日本にも、国際社会にも求められており

ます。ＴＰＰ参加は農家だけの問題ではございません。食料自給率が14％に低下す

るということは、今以上に日本国民の食料を輸入に頼るということになります。国

民の生命を食料輸出国にゆだねることになるわけです。農業は、自然条件に大きく

左右されます。何かの自然条件で作物が収穫できなくなったら輸出がストップされ、

日本国民は餓死することになるわけであります。このような状況を招かないために

も、ＴＰＰ参加に向けて走り出す政府の姿勢は厳しく批判されなければならないと

思います。 

以上、ＴＰＰ参加断固反対という立場から見ても、今回提案されております意見
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書の内容は当然の主張、要望であり、またどういうスタンスであれ、賛同できる一

致点であると考えます。豊かな水と緑の恩恵を受けております山鹿市の一議員とし

まして、基幹産業であります農業を守り、地域経済を守り、関連産業を守るため、

力を尽くす決意を述べて賛成討論を終わります。 

○議長（横手啓介君） 

   以上で、通告による討論は終了いたしました。 

ほかに討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   討論なしと認め、討論を終結いたします。 

これより、採決を行います。意見書案第２号について、原案のとおり決すること

にご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

   ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

 閉 会 

○議長（横手啓介君） 

   これをもちまして、本議会に付議されました案件の審議は、全部終了いたしまし

た。 

よって、平成22年（第５回）山鹿市議会11月臨時会を閉会いたします。 

午前10時59分 閉会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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